
第92号議案  

神戸市が管理する道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正す

る条例の件 

神戸市が管理する道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条

例を次のように制定する。 

令和４年２月17日提出  

神戸市長 久   元   喜   造   

神戸市が管理する道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正す

る条例 

神戸市が管理する道路の構造の技術的基準等を定める条例（平成25年３月条例

第70号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線又は太線の表示部分（以下第１号及び

第２号において「改正部分」という。）及び改正後の欄に掲げる規定の下線又は

太線の表示部分（以下第１号及び第３号において「改正後部分」という。）につ

いては、次のとおりとする。 

(1) 改正部分及びこれに順次対応する改正後部分が存在するときは、当該改正

部分を当該改正後部分に改める。 

(2) 改正部分のみ存在する時は、当該改正部分を削る。 

(3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後  改正前  

（道路移動等円滑化基準） （道路移動等円滑化基準） 

第６条  高齢者、障害者等の移動等の

円滑 化 の促 進に 関 する 法 律第 10条 第

１項 の 条例 で定 め る基 準 は、 移動 等

円滑 化 のた めに 必 要な 道 路の 構造 及

び旅 客 特定 車両 停 留施 設 を使 用し た

役務 の 提供 の方 法 に関 す る基 準を 定

める 省 令（ 平成 18年国 土 交通 省令 第

116 号 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 省

第６条  高齢者、障害者等の移動等の

円滑化 の促 進に関 する法 律第 10条第

１項 の 条例 で定 め る基 準 は、 移動 等

円滑 化 のた めに 必 要な 道 路の 構造 に

関する 基準 を定め る省令 （平 成 18年

国 土 交 通 省 令 第 11 6号 。 以 下 こ の 条

にお い て「 省令 」 とい う 。） 第２ 条

から第 37条 まで及 び同令 附則 第２ 項

Ⅴ  第 9 2号 議 案  神 戸 市 が 管 理 す る 道 路 の 構 造 の 技 術 的 基 準 等  

を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 件  
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令」 と いう 。） 第 ２条 か ら第 48条 ま

で及 び 同令 附則 第 ２項 か ら第 ６項 ま

でに定めるところによる。 

から 第 ６項 まで に 定め る とこ ろに よ

る。 

２  ［略］  ２  ［略］  

３  第１項の規定にかかわらず、同項

の規定 に基 づき省 令第 45条第 ４項の

規定 を 適用 する 場 合に お いて は、 同

項中 「 その 他の 周 囲の 路 面と の輝 度

比が 大 きい こと 等 によ り 」と ある の

は「 （ これ によ り 難い 事 情が ある 場

合に あ って は、 市 長が 認 める 色） と

し、 及 び」 と、 「 色と 」 とあ るの は

「 よ う 周 囲 の 路 面 と の 輝 度 比 を 確

保」とする。 

３  第１項の規定にかかわらず、同項

の規定 に基 づき省 令第 34条第 ２項の

規定 を 適用 する 場 合に お いて は、 同

項中 「 その 他の 周 囲の 路 面と の輝 度

比が 大 きい こと 等 によ り 」と ある の

は「 （ これ によ り 難い 事 情が ある 場

合に あ って は、 市 長が 認 める 色） と

し、 及 び」 と、 「 色と 」 とあ るの は

「 よ う 周 囲 の 路 面 と の 輝 度 比 を 確

保」とする。 

４  ［略］  ４  ［略］  

５  前各項に定めるもののほか、高齢

者、 障 害者 等の 移 動等 の 円滑 化の 促

進に関 する 法律第 10条第１項 に規 定

する 新 設特 定道 路 及び 新 設旅 客特 定

車両 停 留施 設は 、 福祉 の まち づく り

条例（ 平成 ４年兵 庫県条 例第 37号）

第 13条第１ 項に規 定する 特定 施設 整

備基 準 に適 合す る もの で なけ れば な

らない。 

５  前各項に定めるもののほか、高齢

者、 障 害者 等の 移 動等 の 円滑 化の 促

進に関 する 法律第 10条第１項 に規 定

する 新 設特 定道 路 は、 福 祉の まち づ

くり条 例（ 平成４ 年兵庫 県条 例第 37

号）第 13条 第１項 に規定 する 特定 施

設整 備 基準 に適 合 する も ので なけ れ

ばならない。 

   附  則  

この条例は、公布の日から施行する。 

 

理     由  
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高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成18年法律第91号）

及び移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令（平成18

年国土交通省令第116号）の改正に伴い、条例を改正する必要があるため。 
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神戸市が管理する道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を 

改正する条例について 

１．趣 旨 

「道路法」及び「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」、「移動等円滑化の

ために必要な道路の構造に関する基準を定める省令」の改正に伴い、「神戸市が管理する道路の

構造の技術的基準等を定める条例」の一部を同様の内容に改正する。 
 

２．法令の改正内容 

・「道路法」の改正 
⇒特定車両停留施設の追加 

・「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」の改正 
⇒旅客特定車両停留施設の追加 

・「移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令」の改正 
⇒旅客特定車両停留施設のバリアフリー基準の追加 

 
上記の改正に伴い、神戸市条例の該当部分の改正を行う。 

 
３．施行期日 

   公布の日から施行する。 

 

（参 考） 

①特定車両停留施設：道路の交通混雑の緩和を図る目的で、バス、タクシー、トラックなどのあら

かじめ指定された特定車両のうち、停留の許可を受けた車両を同時に２台以上停留させる施

設で、道路付属物として道路管理者が設けるもの。 

②旅客
、、

特定車両停留施設：特定車両停留施設のうち、公共交通機関を利用する旅客の為の乗降、待

合い等の施設。※トラック等物流の場合、旅客の為にならないため該当しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和２年２月４日国土交通省プレス「道路法等の一部を改正する法律案」を閣議決定 抜粋） 

参考資料 
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